
地

域

節
十
七

谷

節
五
雛

讃

ニ

紀
州
有
田
郡
由
良
町
附
産
に
磯
達
す
る

中
生
犀
の
或
る
新
車
賓
に
就

い
て

杉

山

敏

郎

余
は
昨
夏
矢
部
先
生
の
命
を
受
け
て
和
歌
山
願
西
牟
婁
郡
の
旧
遊
溜
及
び
串
本
の
海
岸
に
造
機
珊
瑚
粗
の
探
基
を

在
し
.
其
の
康
勝
紀
州
有
m
郡
由
良
町
附
鑑
は
聴
達
す
る
中
生
暦
及
び
古
生
暦
を
見
撃
す
る
機
骨
を
程
､
計
ら
ず
79

或
る
新
革
質
の
あ
る
こ
と
を
鍍
児
し
柑
ね
の
で
あ
る
｡
左
に
簡
川蝉
に
大
要
を
託
し
て
み
や
う
.-

由
良
町
附
近
の
中
生
層
及
び
古
生
暦
に
就

い
て
は
在
凍
数
多
の
聾
者
に
依
つ
ttJ
研
究
聡
衷
せ
ら
れ
､
そ
の
暦
序
が

漸
次
判
別
せ
ら
る
る
ほ
至
つ
ね
が
､
就
中
排
撃
士
舘
林
寛
棄
民

(
地
球
十
三
怒
､
五
鶴
)
の
研
究
に
依
っ
て

一
暦
両

日
を
新
に
せ
る
戚
が
あ
る
｡

由
良
町
の
北
方
に
精
々
東
西
に
走
る
明
帥
山
､
涌
司
山
及
び
貴
山
等
社
主
峯
と
す
る
山
脈
が
あ
る
｡
西
端
の
白
幡

に
鼎
を
馨
し
粟
走
す
る
は
連
れ
て
次
第
に
高
さ
を
増
し
'
東
端
の
明
剛
い
附
近
ほ
於

い
て
は
四
百
米
以
上
に
達
し
て

る
O
此
の
山
脈
の
中
火
に
は
中
庄
暦
及
び
有
壁
暦
を
堺
す
る
館
林
氏
の
日
曜
･-
糸
川
の

一
大
街
上
線
が
あ
る
が
､
此

の
衝
上
線
を
堺
と
し
て
其
の
商
に
は
氏
の
鳥
遊
続
､
北
に
は
古
生
暦
が
衝
上
線
と
車
行
し
て
梢
々
東
酉
に
走

っ
て
ゐ

る
｡
館
林
氏
は
鳥
鵜
続
を
五
厨
に
匿
分
し
､
そ
の
中
に
抄
な
-
と
79
三
枚
の
石
灰
岩
碑
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
せ
ら
れ



ト
ー
中
部
の
石
衣
岩
か
ら
は
従
来
報
骨
せ
ら
れ
た
如
-
多
数
の
化
石
を
包
減
し
て
る
こ
と
を
特
徴
と
し
､
下
部
の
石

衣
岩
は
結
晶
磐
で
化
石
に
乏
し

い
こ
と
を
奉
げ
ら
れ
'
化
石
か
ら
殊
は
下
部
石
衣
岩
を

F
o
rami
n
if
era
Z
on
e
と

し
､
中
部
及
涙

上
郷
石
衣
岩
を
夫
々

G
a
stro
p
o
d
a
Z
on
e
及
び

C
id
a
ri
s
Z
on
e
と
せ
ら
れ

､
上
､
中
部
石
衣
岩

中
に
含
ま
る
る
化
石
殊
に

C
om
oseTis
ju
m
a
T
enSis,
T
ex
tul
a
ria

c
fr･
co
rdiform
is,
T

eTebratuta
(W
a.td
･

heimi
a)
a
ff.
d
a
rw
in
i,Pseu
clocha
ete
teS
?
ほ
重
き
を
置
き
印
度
の
中
部
傑
雅
紀
上
部
産
の
も
の
に
同
定
し
て
､

由
良
町
附
近
の
鳥
英
石
衣
岩
の
或
る
も
の
は
殊
に
中
部
保
雅
紀
の
上
部
む
代
表
す
る
tJ
と

を
指
摘
せ
ら
れ
た
.

余
は
必
ら
ず
L
も
館
林
氏
の
考
察
は
賛
意
む
衷
す
る
も
の
で
は
な

い
｡
唯
に
由
良
地
方
に
磯
連
す
る
鳥
兼
統
の
み

写

ら
ず
､
か
J
る
地
層
の
澱
式
的
ほ
聴
遵
す
る
四
囲
佐
川
町
附
近
の
鳥
鼎
紋
を
踏
査
し
て
見
る
も
明
で
あ
る
棟
に
'

地
層
概
し

て錯
離
し
て

一
定
の
走
向
を
確
知
す
る
こ
と
が
出
水
な

い
｡
換
言
す
れ
ば
斯
る
地
域
で
地
層
の
上
下
を
定

め
る
に
は
非
常
は
困
難
を
件
ふ
も
の
で
あ
る
｡
館
林
氏
は
由
良
町
の
西
北
方
の
地
域
に
教
連
す
る
恩
典
石
灰
岩
､
即

ち
細
谷
及
び
紳
出
に
給
田
す
る
も
の
HLJ瀞
偉
上
前
者
は
後
者
よ
り
上
層
に
あ
る
も
の
と
せ
ら
れ
ね
が
'
余
は
両
者
と

も
中
に
含
ま
る
J
化
石
は
何
れ
も

C
oral,
H
y
d
r
.Boa,C
a
tca
r
eous
A
lgae
に
豊

==
で
'
同
種
同
暦
の
7tP
の
多
-

且
つ
岩
賓
も
匿
別
し
難

い
鮎
よ
-
考

へ
箪
ろ
同
瞥
位
に
属
す
る
も
の
と
考

へ
た

い
｡

C
id
a
ris
の
殊
及
び

G
astr?

p
oda
,
B
ra
ch
iop
o
d
a

の
多
少
は
魔
に
依
-
て
異
な
る
も
之
れ
を
以
っ
て
石
灰
岩
お
客
昔
に
匿
別
す
る
程
で
な
-

～

何
れ
も
異
相
の
産
物
で
は
あ
る
憩

い
か
｡

刷
出
及
び
榊
谷
の
石
衣
岩
が
同
層
位
に
考

へ
ら
る
J
と
同
様
に
由
良
町
兼
北
方
の
門
前
の
鳥
英
石
衣
岩
及
び
水
越

峠
附
近
に
敏
速
す
る
鳥
基
石
衣
岩
申

C
o
ral
,
H
y
d
r
ozoa
及
び

Calc
a
T
e
OuS

A
]ga
e

に
富

む
も
の
は
同
様
同
暦

紀
州
布

目
郡
山
良
町
附
妃
に
挺
綾
す
る
申
政
府
の
或
る
新
事
典
に
就
い
て

章
一

二
l



地

球

節

十

七
懲

餌
五
節

岩

柑

二
二

位
LJ>
威
せ
る
も
の
で
､
今
日
外
観
上
暦
棟
を
異
に
す
る
棟
に
み
ゆ
る
は
其
後
の
地
殻
塵
動
に
依
っ
て
地
層
錯
雅
せ
ら

れ
た
る
た
め
で
あ
ら
ふ
｡
此
の
串
は
銅
は
春
水
古
庄
暦
､
小
姓
暦
か
所
属
不
明
の
石
衣
岩
で
あ
る
が
館
林
氏
は
依
-

て
申
基
層
､
殊
に
鳥
兼
枕
の
も
の
に
入
れ
ら
れ
て
光
背
森
は
路
用
す
る
白
色
の
石
衣
岩
か
ら
多
数
の
有
孔
亜
瓶
が
敬

見
せ
ら
れ
､
此
の
石
衣
岩
は
疑
も
を
-
二
亜
紀
層
は
属
す
る
こ
と
が
判
明
せ
ら
る
㌧

ほ
至
っ
た
｡
周
に
此
の
石
衣
岩

々
質
は
金
-
自
順
及
び
衣
嘉
等
ほ
露
出
す
る
石
灰
岩
と
同
質
で
あ
る
｡
牛
韓
北
壁
に
よ
っ
て
識
別
せ
ら
れ
な
る
有
孔

兼
職
を
畢
ぐ
れ
は

P
ala
e

ofu
su
lin
a

a
m
b
i
的
G
a

(
D

e
p
r
a
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)
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N

e
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w
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e
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･e
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F
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1
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1
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F
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s
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S
t
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f
e
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s
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等
で
あ
る
が
此
の
外
種
威
不
明
の
ヒ
ド

ロ
ゾ
ア
?
が
あ
る
｡
此
の
新
都
賓
か
ら
考
ふ
る
ほ
､
館
林
氏
に
依
っ
て
鳥
基

続
と
せ
ら
れ
LJ
る
も
の
J
中
に
疑
以
7P
な
-
上
部
古
庄
暦
が
介
在
し
て
ゐ
る
.
此
の
皆
森

の
石
灰
岩
は
東
西
は
精
々

延
び
て
る
.
其
の
東
方
の
延
長
は
踏
査
す
る
乙
と
出
来
な
か
っ
た
が
'
此
の
石
灰
岩
が
断
暦
は
依
っ
て
鳥
蒐
雑
巾
は

爽
准
し
た
と
は
考

へ
ら
れ
な

い
戒
だ
｡
今
後
の
踏
査
に
よ
っ
て
問
は
庚
q
J古
生
圏
が
鳥
兼
続
と
せ
ら
れ
た
る
も
の
J

中
は
あ
る
FJ
と
数
倍
森
の
石
衣
岩
は
暗
示
す
る
も
の
に
外
な
ら
な

い
と
侶
ず
｡

余
は
館
林
氏
の
目
幅
～
糸
川
の
術
上
線
の
北
部
は
聴
連
す
る
古
典
暦
の
据
恋
を
7?
な
す
こ
と
を
据
わ
.
此
の
地
域

は
鞘
林
氏
に
使
っ
て
同
様
に
詳
細
は
踏
査
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
'
氏
に
依
っ

て殊
は
明
電
に
せ
ら
れ
た
如
く
､
妙

-
と
も
三
昔
の
自
色
乃
套
灰
白
色
駕
の
石
衣
岩
が
あ
る
｡

此
等
諦
石
衣
暑
中
衣
奈
相
法
花

に
露
出

す
る
も
の
か
ら
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故
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研

究

の
美
濃
蚊
び

埜
品

石
奮

石

に

同

定

L
t
法
載
寺
の
石
奮

石
は
上
部
石
炭
紀
を

示
す
も
の
で
あ
る
と
指
摘
し
､
進
か
四
万
日
崎
柑
白
崎
及
び
黒
山
の
石
奮

宗

ら
竺

九
種
の
化
石
を
鑑
定
L
t
秋

吉
の
石
灰
岩
に
比
較
し
殊
に
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S
c
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の
存
在
か
ら
二
鼎
紀
石

磐

石
に
舶
常
す
る
も
の
で
あ
る
と
考

へ
､
法
我
奇
石
磐

石
よ
-
上
位
の
も
の
で
あ
る
と
せ
ら

れ

た

∪
銀
山
の
北
方
衣
奈
村
衣
泰
海
岸
に
近
-
に
白
色
石
奮

石
の
完

露
出
が
あ
-,
､
聞
方
は
小
引
け
､
兼
方
は
大

島

山
西
麓
に
夫
々
延
長
し
て
る
｡
衣
泰
石
灰
石
か
ら
館
林
氏
は
N
e
o
s
c
h
w
a
g
e
rin
a

c
r
a
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u
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e

ra
及
び
F
usu
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j
a
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n
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?
む
准
兄
し
,
此
の
石
悉

宗

法
花
寺
石
衣
岩
よ
上

位
の
79
の
で
韻
山
及
び
白
崎
石
悉

雷

略
同
位
の

も
の
で
あ
る
と
せ
ら
れ
た
｡

以
上
の
革
質
に
因
っ
て
此
れ
等
の
諸
石
怒

富

合

岩

壁
暦
は
,
商
境
に
近
-

這

背
斜
暦
を
構
成
し
た
も
の
が

側
魔
の
結
果
ギー1
斜
構
造
を
取
る
ほ
至
っ
た
-

で
p
衣
票

奮

霞

白
崎
及
望

…山
の
も
の
よ
品

々
上
位
の
も
の

で
あ
る
と
断
定
せ
ら
れ
た
｡

余
は
上
述
の
諸
地
域
の
石
奮

宗

ら
次
の
化
石
を
探
基
す
る
こ
と
を
得
た
.
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の
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ぐ
れ
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Phil
,

以
上
五
個
所
に
菅
森
石
衣
岩
を
各
せ
六
個
所
の
石
衣
岩
か
ら
上
述
の
化
石
を
磯
風
す
る
こ
と
を
得
た
の
で
あ
る
｡

此
れ
等
の
化
石
に
依
っ
て
捌
か
に
示
n
る
政
に
､
上
渦
の
各
地
の
石
衣
岩
は
何
れ
硫
二
一塵
配
を
指
示
す
る
も
の
で
､

上
下
の
層
位
闘
係
は
判
然
し
な

い
｡
尤
も
余
の
採
集
せ
る
撒
晶
は
決
し
て
豊
富
を
も
の
で
な

い
故
､
こ
れ
を
以
っ
て

館
林
氏
の
由
良
町
附
近
の
古
生
暦
の
上
下
閥
係
を
香
淀
せ
ん
と
す
る
も
の
で
は
な

い
が
､
抄
を
-
と
7g
同
氏
の
考
察

の
み
ほ
て
は
到
底
満
足
出
水
を

い
事
は
上
周
の
通
わ
で
あ
っ
て
､
殊
に
皆
森
石
衣
岩
が
中
生
膚
で
な
-
'
両
も
古
生

暦
で
あ
ら
'
且
っ
白
幡

･
兼
山
及
.S
衣
奈
等
の
諮
石
衣
岩
と
同
僚
位
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
に
至
っ
た
か

ら
に
は
､
由
良
町
附
近
の
古
生
暦
及
び
鳥
発
銃
は
､
佐
川
町
附
近
ほ
於
け
る
如
-
'
瓦
に
複
離
し
た
構
造
を

耶
す
79

の
で
あ
ら
う
｡

終
り
に
臨
み
て
御
指
導
を
仰

い
だ
矢
部

･
牛
深
両
先
生
は
戚
謝
の
意
を
表
す
｡


